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洛南支店管内の特産品である「春キャ

ベツ」の出荷が最盛期を迎えています。 

今年は、春先より降雨量が少なく品質

への影響が心配されていました。 

生産現場では、近年の異常気象にも対

応できるよう肥培管理を適正に行うな

ど、技術対策を万全に行い、高品質な出

来栄えとなっています。 

出荷のピークを迎えるこの時期、全農京都園芸課

職員や経済部営農販売課の職員らが定期的に集荷

場で、出荷されたキャベツの品質検査を行っていま

す。春キャベツの出荷は、６月下旬まで続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イネミズゾウムシは、体長約３㎜（成虫）雌のみで増殖し、年１回

発生。畦畔、土手、雑木林、野草地などの枯草や落葉下で成虫態で越

冬します。越冬成虫は、４月中旬頃から活動し、イネ科雑草の新葉を

摂食し、田植が始まると本田に移動し、イネの苗の葉を食害します。

約２週間摂食し、水面の下のイネの葉鞘組織内に産卵します。幼虫は、

根を食害するため、被害が大きい場合は欠株にもなります。育苗箱へ

の箱処理剤で薬剤防除がおすすめです。 

 

―ＴＡＣ information―  



 

５月１８日、全農京都府本部が京都駅地下街京都ポルタ

で運営する飲食店「みのるダイニング」で株式会社ミツカ

ンさんが開発した食酢を利用したレシピメニューの提供

が始まりました。現在、ＪＡ京都中央管内の「春キャベツ」

が使用されています。 

今後「京都茄子」、「京おくら」が使用されます。 

みのるダイニング、み

のりカフェ京都ポルタ

店の営業時間は次のと

おりです。 

１１時～２２時 

是非、この機会にご来

店ください。 


